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初めてのオンライン両親学級

　私は産婦人科の両親学級講師をしてい
ます。2月以降，新型コロナウィルスの
感染拡大防止のために，レギュラー講師
を務めている産院の学級も，保健セン
ターや自治体から依頼されていた講座も
全て中止になりました。それでも妊娠は
待ったなしですから，マタニティのご夫
婦たちは，突然両親学級受講の道が絶た
れてとても不安な思いをされたことと思
います。
　そこで，自宅のパソコンやスマホから
受講できるオンライン両親学級を運営す
ることにしました。初めての試みでした
が，すぐに満席になり，全国に同時にオ
ンライン上でファシリテートするという
貴重な経験をさせていただきました。
　受講者は自宅でリラックスして受講で
きるし，私も自宅に居ながらできるし
と，よいことづくめで，「なぜ今までや
らなかったんだろう？」と思ったくらい
です。ただ，予想外だったことは，いつ
も2時間で開催しているプログラムが，
オンラインでは2時間に収まらなかった
んです。やり取りにタイムラグが生じて
しまうので，リアルな場での学級よりも
時間がかかってしまうんですね。

「見える化」で課題発見

　そこで，初開催後，すぐに取りかかっ
たのが，中野民夫先生がファシリテー
ション関連のご著書で紹介されていた
「プログラムデザインマンダラ」の作成
です（「プログラムデザインマンダラ」は『看
護のためのファシリテーション』の中でも解説

されています）。
　これは，自分のファシリテートするプ
ログラムを時間軸に沿って起承転結に
ゾーン分けするという，プログラムを

「見える化」するためのワークです。初
めに読んだ時には，「こういうのは頭の
中で散々やってるから」と読み流したの
ですが，あるとき，自身の両親学級プロ
グラムに行き詰まりを感じ，わらにもす
がる思いで「プログラムデザインマンダ
ラ」を作成してみました。
　すると，自分のプログラムの課題点が
いともあっさり浮き彫りになり，同時
に，課題クリアの糸口もつかめたので
す。私が中野先生の信者（笑）になった
きっかけです（弊社には中野先生のご著
書が5冊あります）。それからというも
の，両親学級だけでなく，講座や講演，
自社の社員研修・ミーティングでも，
「プログラムデザインマンダラ」を作成
してから臨むようになりました。

ファシリテートを支える 
魅力的なワーク「進行表」

　今回もそうでした。「時間が足りない」
という課題をクリアするためには，ま
ず，何を削るか，または，どこをスピー
ドアップさせるかを考えなければいけな
いわけですが，削る箇所の目星がついた
からといって，そこをばっさりカットす
れば済むかというと，そうではありませ
ん。削った個所のフォローなどを含め，
プログラム全体のバランスを調整する必
要が出てきます。「プログラムデザイン
マンダラ」の出番です。
　そのおかげで，2回目以降は2時間の
枠でぴったり収まるプログラムを自信を
持ってお届けできるようになりました。
　課題をクリアして心に余裕ができたの
で，さっそく中野先生の新著『看護のた
めのファシリテーション』を読み始めた
ところ……今度は「進行表」なるたいへ
ん魅力的なワークが登場しているじゃな
いですか！
　私が慌てて「進行表」作成に取りか
かったことは言うまでもありません。

看護のための
ファシリテーション
学び合い育ち合う組織のつくり方
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「プログラムデザインマンダラ」に
魅せられて。
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